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葬
儀
、
他
界
、
生
盛
に
就
て
の
思
想
、
人
間
の
死
後
に
於
け
る
。
ま
魂
の

　

状
態
、
精
霊
、
物
・
植
物
及
び
動
物
と
精
霊
と
の
結
合
、
疾
病
・
死
及

　

び
あ
ら
ゆ
る
不
運
の
根
源

の
諸
項
よ
り
成
り
、
「
シ
ャ
ー
マ
Ｊ
」
の
章
は

　

シ
ャ
ー
マ
ン
の
個
人
的
資
格
、
家
族
シ
ャ
ー
ヴ
ン
の
資
格
、
ジ
ャ
ー
ｙ

　

ｙ
の
心
理
、
シ
ャ
ー
ヴ
ン
界
に
於
け
る
々
性
の
地
位
、
ジ
ャ
ー
ゞ
ン
の

　

資
格
と
修
行
、
若
き
ジ
ャ
ー
ｙ
ン
の
允
り
、
ジ
ャ
ー
ヾ
ン
の
衣
裳
、
シ

　

ャ
ー
マ
ン
の
装
束
の
意
義
、
シ
十
Ｉ
マ
ン
の
種
類
、
愛
性
シ
ャ
ー
ヴ
ッ
、

　

ジ
ャ
ー
’
ン
の
職
能
、
シ
ャ
ー
ヴ
ン
の
所
作
及
び
詩
作
、
シ
ャ
ー
マ
ン

　

の
’
自
信
と
そ
の
力
に
對
す
る
信
念
、
民
族
に
於
け
る
シ
ャ
ー
ヴ
ン
の
地

　

位
と
そ
の
葬
式
。

の
諸
項
を
昔
ん
で
ゐ
る
。
圖
版
・
挿
図
も
可
成
豊
富
で
あ
り
、
貴
重
な
も

の
も
合
ま
れ
、
本
文
を
よ
く
補
つ
て
ゐ
る
。
シ
ベ
リ
ヤ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
教

に
闘
す
る
文
献
は
極
め
て
多
い
が
、
就
中
、
長
期
に
亘
り
シ
ャ
ー
マ
ン
教

徒
の
間
に
生
活
す
る
欄
會
を
も
ち
シ
ャ
ー
マ
ン
敦
に
就
い
て
透
徹
し
仁
探

求
を
行
り
仁
ロ
シ
ャ
人
學
徒
の
研
究
を
以
て
筆
頭
に
推
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

か
ｉ
る
研
究
の
成
米
を
可
成
の
程
度
に
謳
使
し
仁
こ
と
に
Ｉ
庶
本
書
の
よ

さ
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
は
い
ふ
も
の
の
、
本
書
の
内
容
は
常
に
正

確
な
る
を
保
し
孫
い
の
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
原
義
に
闘
す
る
ｐ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ

の
批
判
は
姑
く
措
く
と
し
て
も
(
Ａ
ｓ
i
a
　
Ｍ
ａ
ｊ
ｏ
ｒ
.
　
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
.
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９
２
６
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i
l
オ
ラ

ツ
ッ
エ
が
シ
ャ
ー
マ
ン
に
三
蹟
の
愛
展
段
階
Ｔ
ｉ
ｉ
個
人
的
シ
ャ
ー
マ
ン
・

家
族
的
シ
ャ
ー
マ
ソ
・
職
業
的
ジ
ャ
ー
ｙ
ン
ー
を
設
定
し
た
の
に
對
し

て
は
、
Ａ
ｕ
ｇ
ｕ
ｓ
t
i
n
　
'
＾
狛
め
と
し
て
（
Ａ
ｎ
t
ｈ
ｒ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
.
　
Ｂ
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１
９
２
７
)
赤
松
智
城
博
士
（
宗
教
研
究
新
六
ノ
三
所
載
北
方
民
族
の
巫
術

の
起
源
に
つ
い
て
・
涵
蒙
の
民
族
と
宗
教
總
詫
）
・
棚
瀬
襄
爾
氏
（
民
族
宗

教
の
研
究
第
一
部
第
四
章
）
の
批
判
の
あ
る
所
で
あ
っ
て
、
か
Ａ
る
段
階

疲
展
詑
は
到
底
是
認
さ
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
斯
の
如
く
本
書
は
必
し
も

瑕
嘆
な
し
と
は
言
ひ
得
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
般
請
書
界
に
シ
ベ

リ
ヤ
ジ
ャ
ー
ヾ
ン
教
の
概
要
を
奥
へ
る
仁
め
に
は
恰
好
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
に
於
い
て
推
奨
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
秋
葉
降
放
授
の
序
文
に

見
え
る
如
く
、
同
じ
く
ポ
ー
フ
ン
ド
人
に
し
て
シ
ベ
リ
ヤ
ジ
ャ
ー
ｙ
ン
教

研
究
に
進
ん
だ
Ｃ
ｚ
ａ
ｐ
ｌ
ｉ
ｋ
ａ
女
史
の
著
作
が
比
較
的
早
く
か
ら
本
邦
學
界

に
知
ら
れ
て
ゐ
る
の
に
對
し
て
、
本
書
は
そ
れ
程
に
は
蹟
ま
れ
て
ゐ
な
い

や
う
で
あ
る
。
こ
の
訣
陥
を
補
ふ
も
の
と
し
て
牧
野
氏
の
邦
譚
刊
行
は
意

義
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
入
門
書
と
し
て
の
本
書
の
價
値
は
十
分
活
用

さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
な
ほ
、
巻
末
の
文
献
表
は
Ｉ
シ
ャ
文
献
を
数
多
く

雁
げ
て
居
り
、
目
録
と
し
て
重
賓
な
も
の
で
あ
る
。
〔
岡
崎
精
郎
〕

　
　
　

支
那
旅
行
日
記

　

上
倦

　

い
バ
リ
≒
‰

　

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
八
年
五
月

　
　

慶
胞
書
房
諸
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ａ
５
判
四
二
二
頁

　
　

定
價
五
圓
貳
拾
銭

　

本
書
は
リ
ヒ
Ｆ
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
死
後
、
彼
加
支
那
で
行
っ
仁
一
八
六
八

年
以
降
足
掛
五
年
の
地
質
學
的
踏
査
の
際
の
日
記
を
更
に
原
稿
や
手
紙
に

よ
っ
て
補
綴
し
て
編
輯
刊
行
せ
ら
れ
ｉ
＾
　
"
　
Ｊ
ａ
ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｉ
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ｈ
ｅ
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）
の
全
課
本
申
の
第
一
珊
で
為
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本
書
は
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
が
、
支
那
研
究
に
身
分
捧
げ
よ
う
ど
決
意

　
　
　

し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
フ

　
　
　

て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　

〔
支
那
へ
の
航
海
と
彼
の
立
場
〕
－
‐
‐
―
「
八
月
三
日
正
午
船
は
錨
を
揚
げ

　
　
　

仁
。
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
に
左
様
な
ら
を
告
げ
北
私
の
心
は
軽
か
っ
仁
。
と

　
　
　

い
ふ
の
は
、
目
的
の
な
い
仕
事
を
数
年
間
し
て
来
た
後
、
逞
に
又
何
か
大

　
　
　

き
な
事
を
成
し
涅
げ
る
機
會
が
私
の
眼
の
前
に
現
れ
て
ゐ
仁
か
ら
で
あ

　
　
　

る
。
」
と
、
目
的
の
な
い
仕
事
云
々
と
い
ふ
の
は
そ
れ
よ
り
八
年
前
の
一
八

　
　
　

六
〇
年
五
月
に
支
那
日
本
及
び
逞
羅
と
の
通
商
條
約
を
締
結
す
る
だ
め
の

　
　
　

プ
ロ
シ
ヤ
の
使
節
團
に
參
加
し
て
敵
國
を
去
っ
た
二
十
七
歳
の
地
質
學
者

　
　
　

リ
ヒ
Ｊ
ホ
ー
フ
ェ
ン
が
、
ア
ジ
ア
外
縁
の
若
干
の
旅
行
の
後
、
ア
メ
リ
カ

　
　
　

合
衆
國
に
渡
り
主
と
し
て
シ
で
フ
ー
ネ
ゲ
ア
ダ
を
研
究
對
象
と
し
て
過
し

　
　
　

仁
七
ヶ
年
の
歳
月
と
、
必
ず
し
も
成
功
と
は
言
ひ
得
な
か
っ
た
其
の
成
果

　
　
　

と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
こ
ん
な
に
長
い
開
散
國
を
留
守
に
し

　
　
　

た
以
上
、
豊
か
な
研
究
成
果
な
し
に
は
錨
國
す
べ
き
で
な
い
と
い
ふ
責
任

　
　
　

を
、
政
府
と
専
門
仲
間
と
自
分
自
身
と
に
對
し
て
感
す
る
」
に
至
っ
た
彼

　
　
　

は
、
「
世
界
中
で
ど
の
地
域
の
地
質
學
的
研
究
が
最
大
の
成
功
を
約
束
せ
ら

　
　
　

れ
て
ゐ
る
か
」
を
改
め
て
検
討
し
、
「
支
那
帝
國
を
地
質
學
的
に
測
量
す
る

　
　
　

計
査
を
思
ひ
付
き
、
」
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ヤ
銀
行
（
後
に
上
海
商
業
會
議
所
）

　
　
　

よ
り
研
究
資
金
の
補
助
を
得
て
、
「
数
年
間
こ
れ
に
全
力
を
畢
げ
て
没
頭
す

　
　
　

る
決
意
を
固
め
た
」
の
で
め
っ
た
。
そ
れ
故
に
此
の
旅
行
に
於
け
る
彼
の

　
　
　

立
場
は
、
二
重
の
目
的
「
本
質
的
に
は
科
學
的
性
質
（
＝
地
質
調
査
）
の
も

2
6

　
　

の
で
あ
っ
仁
が
ゝ
同
時
に
叉
賓
際
的
方
面
で
‥
祀
國
へ
の
寄
輿
と
出
灸
者

の
昏
利
）
と
も
暦
聯
」
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
仁
。
か
く
て
、
彼
の
ア
メ
９

カ
ヘ
の
別
離
に
は
些
か
の
哀
惜
も
含
ま
れ
ず
、
運
命
の
開
拓
へ
の
希
望
に

満
も
仁
意
気
込
の
み
が
窺
へ
る
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
彼
は
お
ほ
む
ね
平

穏
な
航
海
の
後
、
明
治
元
年
八
月
二
十
六
日
、
政
状
遼
し
き
日
本
（
―
横

波
）
に
上
陸
し
忙
。
萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）
の
訪
問
後
の
再
遊
で
あ

る
。
日
本
に
於
て
彼
は
、
政
状
に
閥
し
て
は
「
不
可
解
」
を
、
景
観
に
就

て
は
「
優
美
な
魅
力
」
を
、
住
民
に
對
し
て
は
「
好
感
」
を
感
じ
っ
と

路
長
崎
に
出
で
、
上
海
に
向
っ
た
。
〔
北
京
へ
の
旅
・
旅
行
計
査
〕
－
九

月
五
日
、
上
海
に
降
り
立
つ
記
彼
は
「
支
那
に
開
す
る
文
献
に
通
暁
す
る

機
會
が
な
か
っ
た
ｘ
め
・
個
人
で
こ
の
亘
大
な
國
を
踏
査
す
る
と
い
ふ
無
謀

な
企
て
」
の
前
に
一
瞬
常
惑
し
て
立
ち
っ
ぐ
し
仁
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
ほ

ん
の
一
瞬
で
あ
っ
ち
。
彼
は
先
づ
北
京
に
於
て
支
那
政
府
に
此
の
計
甕
に

興
味
を
持
仁
せ
る
事
に
よ
っ
て
政
府
の
保
護
と
援
助
と
を
期
待
し
、
且
つ

又
、
旅
行
計
査
を
樹
て
る
に
充
分
な
情
報
を
得
る
侭
め
に
、
到
着
後
数
日

に
し
て
上
海
を
出
発
し
尤
。
併
し
乍
ら
、
北
京
で
見
出
し
仁
も
の
は
、
僅

か
に
總
理
倚
門
発
行
に
係
る
一
葉
の
旅
行
詮
明
書
の
み
で
あ
っ
仁
。
そ
こ

で
彼
は
、
彼
の
旅
行
の
二
つ
の
目
的
－
１
科
學
的
並
び
に
実
際
的
目
的
を

同
時
に
満
足
せ
し
め
る
様
な
族
行
計
甕
を
思
ひ
付
い
仁
。
そ
れ
は
「
石
炭

暦
」
を
中
心
と
す
る
踏
査
、
印
も
、
パ
ム
ペ
リ
ー
等
の
集
録
し
た
石
炭
産

出
地
鮎
に
就
て
の
報
告
を
手
掛
り
と
し
て
「
石
炭
暦
」
を
探
り
、
そ
の
「
石

炭
屡
」
を
中
心
と
し
て
見
仁
る
其
の
地
方
の
地
質
構
造
を
研
究
す
る
と
同

時
に
、
そ
の
「
石
炭
層
」
。
の
利
用
價
値
を
検
討
す
る
事
で
あ
っ
仁
。
か
く

て
上
海
へ
の
婦
途
に
就
い
た
彼
は
、
其
の
途
次
、
早
く
も
芝
米
で
登
州
へ

-

－６



刀

　
　

の
地
質
學
的
小
踏
査
を
決
行
し
て
ゐ
る
。
〔
最
初
の
地
質
學
的
踏
査
、
（
浙

　
　
　

江
・
江
蘇
）
〕
１
察
波
附
近
を
訪
れ
、
更
に
舟
山
列
鳥
横
両
を
必
て
、
そ

　
　
　

れ
か
ら
支
那
４
　
野
南
端
部
に
拡
が
る
迎
河
細
Ｉ
紅
で
杭
州
府
・
太
湖
・
價

　
　
　

江
・
南
京
を
訪
ひ
上
海
に
帰
着
し
仁
。
此
の
族
行
は
（
支
那
的
な
■
*
£
)
の
と

　
　
　

£
那
語
の
初
歩
を
知
る
篤
め
に
」
行
は
れ
包
も
の
で
あ
っ
た
が
、
相
宿
な

　
　
　

地
質
學
的
資
料
が
費
さ
れ
た
。
就
中
舟
山
列
鳥
に
就
で
は
、
後
に
日
清
戮

　
　
　

孚
の
際
。
彼
は
そ
の
獲
得
を
政
府
へ
建
策
し
て
ゐ
る
。
〔
第
二
回
族
行
、

　
　
　

揚
子
江
下
流
地
方
〕
〕
‐
－
上
海
・
涜
‐
間
を
小
艇
に
よ
っ
て
往
復
し
仁
揚

　
　
　

子
江
沿
岸
の
調
査
族
行
で
あ
っ
仁
。
此
の
族
行
に
於
て
、
彼
は
殆
ど
終
始

　
　
　

暴
風
に
銅
ま
さ
れ
仁
が
、
而
も
狛
「
女
那
に
於
け
る
鰐
の
石
炭
系
の
存
在

　
　
　

を
初
め
て
確
認
し
、
」
こ
れ
に
綾
く
古
い
一
巡
の
地
層
を
槻
察
し
、
江
岸

　
　
　

の
地
質
彬
造
の
一
般
圖
を
作
製
し
、
。
厖
に
彼
の
名
を
不
朽
な
ら
し
め
た
研

　
　
　

究
の
一
つ
た
る
「
黄
上
」
に
就
て
の
最
初
の
観
察
を
行
っ
て
居
る
。
そ
し

　
　
　

て
叉
そ
の
後
の
彼
の
族
行
を
し
て
「
釘
に
成
果
あ
ら
し
め
た
、
」
支
那
語

　
　
　

に
堪
能
に
し
て
忠
賞
な
る
同
行
者
、
ベ
ル
ギ
ー
人
バ
ウ
ル
９
ス
プ
リ
ン
グ

　
　
　

ル
ト
を
得
■
ｖ
-
の
も
此
の
族
行
に
於
て
ゞ
あ
つ
仁
。
（
第
三
回
族
行
こ
山
東
・

　
　
　

南
涵
）
〕
―
折
州
炭
川
と
坊
山
噺
の
主
嬰
な
炭
田
を
中
心
と
し
て
山
東
地

　
　
　

方
を
踏
査
し
、
更
に
南
満
洲
を
巡
行
、
菅
口
ｉ
－
復
州
ド
五
湖
嘴
―
Ｉ
－

　
　
　

貌
子
高
―
大
孤
山
－
高
麗
門
‐
’
鳳
胤
械
ｉ
案
馬
集
１
本
溶
湖

　
　
　

１
水
天
’
ｌ
仰
州
－
－
山
海
閥
－
北
京
と
い
ふ
興
昧
深
い
っ
Ｉ
ス
を

　
　
　

辿
つ
仁
。
彼
の
山
東
牛
島
に
對
す
る
特
別
の
関
心
は
、
此
の
族
行
に
於
て

　
　
　

萌
芽
し
三
十
年
後
に
ド
イ
ツ
の
膠
州
泄
占
領
と
な
っ
て
結
実
し
仁
の
で
あ

　
　
　

つ
仁
ｏ
本
譚
書
は
此
處
で
終
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
引
績
き
〔
第

四
回
〕
は
江
西
よ
り
浙
江
へ
、
〔
第
五
回
〕
は
廣
東
・
湖
市
・
湖
北
・
河

南
・
山
西
・
直
隷
の
諸
省
を
〔
第
六
回
〕
は
浙
江
・
安
徽
用
省
の
山
詞
地

帯
を
〔
第
七
回
〕
は
直
隷
・
蒙
古
・
山
西
・
隋
西
・
四
川
・
湖
北
の
諸
省

を
皿
渉
し
沁
。
こ
れ
等
は
中
・
ｌ
下
巻
に
盛
ら
れ
て
、
此
の
十
一
月
頃
に
は

刊
行
を
見
る
仮
定
の
山
で
あ
る
。

　

以
上
が
本
書
の
梗
概
で
あ
る
が
、
若
し
萬
一
に
も
、
「
旅
行
日
記
」
な
る

表
題
よ
り
し
て
、
所
謂
名
所
萬
蹟
探
訪
記
的
な
紀
行
を
期
待
せ
ら
れ
る
向

き
が
あ
る
と
し
仁
な
ら
ば
、
そ
れ
は
飛
ん
だ
見
冨
違
ひ
で
あ
ら
う
。
彼
の

目
的
は
飽
迄
も
地
質
學
的
研
究
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
許
し
乍
ら
「
鼻

に
大
き
な
限
鏡
を
掛
け
漢
字
硲
典
に
浸
入
し
て
ゐ
る
丈
け
で
、
自
分
自
身

を
偉
い
と
思
ひ
込
ん
で
ゐ
る
単
な
る
悼
識
の
機
械
」
の
手
合
た
る
、
士
大

夫
的
歓
養
の
持
主
連
中
の
も
の
せ
る
、
所
訓
名
所
蒋
蹟
探
訪
記
的
な
紀
行

か
ら
は
決
し
て
期
待
し
得
ら
れ
ぬ
で
あ
ら
う
様
な
優
れ
仁
観
察
の
数
々
例

へ
ば
南
支
那
の
人
口
の
驚
異
的
な
桐
密
さ
と
か
、
支
那
農
業
の
一
面
性
と

そ
の
端
的
な
集
約
的
綬
瞥
状
態
と
か
、
植
物
の
人
捨
的
根
絶
に
開
す
る
考

察
と
か
、
豊
波
な
る
上
地
に
於
け
る
農
民
の
貧
困
な
る
現
象
へ
の
疑
惑
と

か
、
南
北
支
那
の
對
註
的
な
特
徴
と
か
、
支
那
史
の
停
滞
性
と
か
、
ヂ
ェ

ス
イ
ツ
ト
教
團
の
傅
逍
の
成
功
の
由
縁
と
か
、
等
々
と
云
っ
た
よ
り
本
質

的
な
問
題
を
隋
片
的
に
で
は
あ
る
が
、
優
れ
仁
科
學
的
精
紳
と
「
帰
か
に

而
も
泰
然
た
る
惧
重
さ
を
以
て
、
支
那
の
群
集
の
中
を
掻
き
分
け
て
行
っ

た
、
」
不
屈
の
賞
銭
と
を
通
じ
て
、
我
々
の
前
に
提
起
し
て
ぐ
れ
て
ゐ
る
。

更
に
又
、
我
々
に
と
っ
て
直
接
的
に
興
味
あ
る
問
題
は
、
西
欧
諸
國
の
支

那
に
對
す
る
帝
國
主
義
的
侵
略
の
最
初
の
鯛
手
と
し
て
の
本
書
自
慢
の
腰
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史
的
意
義
で
あ
り
、
更
に
は
又
、
世
界
史
的
開
聯
の
中
に
支
那
を
把
蝉
せ

ん
ど
す
る
時
、
支
那
の
類
型
化
を
着
来
せ
し
も
の
が
、
そ
の
歴
史
と
共
に

歴
史
的
基
穀
と
し
て
の
自
然
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
書
を
含
め
て
の

リ
ヒ
ト
ホ
ー
プ
予
ン
の
總
て
の
発
作
は
皆
、
我
々
に
と
っ
て
好
個
の
資
料

仁
る
を
失
は
ぬ
で
あ
ら
う
。

　

リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
の
著
作
は
、
最
近
ま
で
稀
観
書
に
囲
し
、
錫
め
に

我
國
に
於
け
る
彼
及
び
彼
の
業
蹟
に
闘
す
る
知
識
は
、
欧
人
の
支
那
研
究

に
引
用
せ
ら
れ
た
る
彼
の
発
作
の
噺
片
を
繋
ぎ
合
せ
て
勝
手
に
象
ど
っ
尤

彼
の
シ
ル
エ
ツ
・
ｒ
に
對
す
る
一
人
合
黙
と
云
っ
た
傾
が
張
か
っ
む
。
是
に

反
し
て
、
本
書
は
逆
に
彼
を
最
も
身
近
か
に
感
じ
、
知
り
っ
く
し
た
人
々
、

夫
人
と
愛
弟
子
と
の
手
に
な
t
Ｏ

■
*
£
)
の
で
あ
る
の
で
、
－
１
本
書
を
絡
く
程

の
者
は
み
な
、
富
然
自
分
達
同
轍
、
彼
を
知
っ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
云
っ
包
、
ほ
ゝ
笑
む
可
き
褐
断
に
貫
か
れ
て
ゐ
る
様
だ
。
此
の
行
違
ひ

の
補
填
の
錫
め
に
は
、
譚
者
の
補
足
的
な
解
脱
が
族
行
地
圖
の
挿
入
な
ど

ｉ
共
に
必
要
で
あ
っ
記
の
だ
が
、
そ
れ
が
望
み
得
ら
れ
な
か
っ
た
以
上
、

最
近
饌
課
刊
行
を
見
っ
？

一
。
リ
ヒ
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
傅
」
『
昭
十
六
・
三
、
慶
庶
書
房
』
等
を
伴
漬
せ
ら

る
可
き
で
あ
ら
う
。
此
の
紹
介
も
亦
、
是
等
に
負
ふ
所
が
多
い
事
を
附
記

す
る
。
〔
君
島
行
雄
〕

　

因
み
に
こ
の
譚
書
に
は
、
支
那
地
名
の
ロ
ー
マ
ナ
イ
ス
Ｋ
ｈ
れ
た
も
の

を
、
そ
の
ま
Ａ
で
漢
字
に
も
ど
し
て
な
い
と
こ
ろ
が
い
く
ら
も
あ
る
。

原
書
を
見
な
い
の
で
何
と
も
い
へ
な
い
が
、
綴
り
は
原
書
で
す
で
に
誤

つ
て
ゐ
。
る
■
＊
£
>
の
も
あ
ら
う
し
、
印
刷
上
の
誤
り
も
あ
ら
う
。
蛇
足
な
が

ら
二
三
気
の
つ
い
た
の
を
あ
げ
て
み
る
。
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